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おわりに

は じ め に

近年，バリ島は二度の爆弾テロに見舞われ，

国家による安全保障が大きな問題となる一方で，

地域のセキュリティをいかに確保していくのか

にも注目が集まっている。そうした議論は，２００１

年９月１１日の米国同時多発テロ以後の，右傾化

や保守化といった世界情勢との関わりをもつ。

同時に，インドネシア国内では，スハルト体制

崩壊に続く地方分権化の推進のなかで，地域社

会が，グローバル化による世界規模の影響へと

より直接に晒されはじめていることとも関連し

ている。そこから見出される諸問題としては，

地方財源の奪い合い，不均衡な開発推進，その

影響と共に都市的生活様式の進展による地域環

境の悪化や混乱，グローバル・ツーリズムによ

る資本主義経済の席�と，観光業就労のための

国内移民や，それら移民のインフォーマルセク

ターへの流入などがあげられる。こうした問題

をうけ，バリ島においても，地方政府だけでな
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《要 約》

本稿は，地方分権化の進むインドネシア，バリ島にて展開される地域セキュリティ組織について整

理・分析するものである。その際，まず，スハルト体制最末期の中央集権的組織として，サヌール地

域安全調整機構（BK3S）をとりあげる。次に，地域社会からの組織化として，伝統的警備隊（プチ

ャラン）に言及し，その後，サヌール安全パトロール特別チーム（ティムスス）について詳細に検討

する。BK3Sは，スハルト体制最末期における観光業者の試みとして始まったが，当時の社会的混乱

をうけ，軍や警察の介入によりその性格を大きく変えることとなった。民主化以降，活況を呈してい

るプチャランは，地方分権化の担い手と評される一方で，右傾化・急進化の傾向をもつ。ティムスス

は住民の参加を確保しつつ諸組織の調整役となり，地域に資する活動を可能としている。以上の事例

を追うことで，中央集権体制下の各種機構，軍や警察を扱う，地域治安維持体制についてのこれまで

の研究に対して，地域セキュリティという新たな観点から，ポスト開発体制下の地域の動向を示すこ

ともできよう。
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く地域住民がローカルな場面でいかに対応し，

社会環境を維持していくのかが懸案となってい

る。

このようなバリ社会の動揺に対し，現在，島

内では地元のテレビ番組や新聞を中心に「Ajeg

Bali」（一貫したバリ）という標語によって，バ

リの「社会－文化的な自己防衛の必要」［Nord-

holt２００５，xvii］，「アイデンティティ，場所，

文化を護る」［Naradha２００４，ii］必要が叫ばれ

ている。本稿にて扱うプチャラン（Pecalang）

という伝統的警備隊の隆盛はその具体的な現れ

のひとつである。そのような自警団が時として

みせる過剰な治安維持活動は，「Ajeg Bali」の

標語のルーズさが移民の排斥などを正当化し，

「文化と宗教の排他的なエスニック・プロファ

イル」［Nordholt２００５，xxiii］を強化することで

バリ人を統合しようとする動きとなっているこ

とに呼応している。以上を鑑みると，社会環境

の維持と地域セキュリティ（注１）というトピック

は，特殊バリ的な状況の生起を背景としながら

も，地方分権化とグローバル化が交差するとこ

ろに，インドネシアの諸地域をはじめ各国の地

域社会がもちうる諸問題と，地域社会による対

応の傾向を端的にあらわす事例であるといえる。

もちろん，今日，インドネシアの地域セキュ

リティ組織についての言及は，地方分権化や民

主化についての研究のなかで幾ばくかみられる

ようになっている。例えば，これまでの中央集

権体制下の警察や軍を中心とした議論にかわり，

地域社会におけるインフォーマルな暴力の役割

が取りざたされている［Baker１９９９；水野２００６

；岡本２００６］。また，バリ島に関する研究につ

いてみても，これまで観光と文化，アイデンテ

ィティといったトピックが中心であったなかで，

近年，わずかながらも地域セキュリティ組織に

言及する議論がみうけられる［Vickers２００３；

Darling２００３］。加えて，ツーリズムに関しても，

各国にて，環境破壊・犯罪・テロリズムなど種

々のリスクやセキュリティといった観点から分

析されるようになっている（注２）。

以上のような先行研究の状況を鑑み，本稿は

次の２つの着眼点をもつ。第１に，これまでの

国家による集権的な統治・治安機構と，先行研

究によって着目されはじめたインフォーマルな

暴力との間に，地域住民による比較的フォーマ

ルな地域セキュリティ組織の形成がみられると

いうことである。第２に，それが，バリ島とい

う，これまで芸術や宗教の特殊性という点から

捉えられてきた地域において，民主化の風を受

け生じていると同時に，所与とされてきた地域

社会像と機能分化にも影響を与えていることで

ある。この２点からは，ツーリズムに不可分に

結びつく要素としても，地域セキュリティが新

たな動向を成しているということが示唆されよ

う。

これらの点を踏まえ，本稿では，観光セクタ

ーの要望からはじまるスハルト体制最末期の集

権的治安機構（BK3S），民主化とともに勢力を

増す伝統的警備隊「プチャラン」（Pecalang），

地域社会の草の根からのボランタリーな地域セ

キュリティ組織「ティムスス」（TimSus）とい

った三者の試みについてみていきたい。これら

を事例とし，スハルト体制崩壊の過程とその後

の地方分権化，グローバル・ツーリズムに関わ

る諸問題を背景とした地域セキュリティ組織の

形成過程を，先の２つの観点から明らかにする

ことが本稿の目的となる。
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Ⅰ バリ島の地域構成

事例の描写に移る前に，バリ島の地域の特徴
アダット ディナス

を，「慣習―行政」（adat−dinas）という機能的な
デ サ バンジャール

区分からみた地域構成と，「村落―部落」（desa−

banjar）という上下の構成に着目・整理しなが

ら簡単に説明しておく。

バリ島の地域社会は，そのコスモロジーを体

現する「デサ」と呼ばれる村落が中心となって

形成されてきた（注３）。デサには，伝統と慣習を

担う「デサ・アダット」（desa adat）と行政を担

う「デサ・ディナス」（desa dinas）という，特

定の域内において境界と成員を異にしながら重

複する，地域構成のまとまりが存在する。その

ため，ある部落はAデサ・アダットとAデサ・

ディナスに属するが，またある部落はAデサ・

アダットに属しながらもBデサ・ディナスに属

すということがある。外来者においてはデサ・

ディナスにのみ属するということもある。デサ

・ディナスとデサ・アダットにはそれぞれ村長，

秘書，会計，書記などからなる執行部が置かれ

ているが，主としてデサ・ディナスでは出生・

結婚・転居といった際の人口の登録業務を，デ

サ・アダットでは祭礼や儀礼に関する業務を行

う。デサ・ディナスは２０世紀初頭，オランダ統

治時代に人口把握と徴税のために設置された。

インドネシア独立以降も，バリをインドネシア

という国民国家の一部とすべく強化され，政府

の意図を地域に伝える回路とされてきた。その

一方で，バリ社会の実体はデサ・アダットにあ

るとされる。デサ・アダットは，スハルト体制

下においても，観光資源としての効用があると

される限りにおいて活動の自律が許容された。

そのため，デサ・アダットでは行政機能の排除

と儀礼面への役割の集中が進み，制度的区分と

機能的な分化が明確なものとなっていった。

地域社会にはデサの下に近隣住民組織の最小

単位となる「バンジャール」と呼ばれる部落が

存在する。バンジャールは，水利組織（subak）

や会衆組織（pemaksan）とともに村落政体（vil-

lage polity）を構成してきた。それらは統合的な

村落共和制を成したのではなく，「スカ」（seka）

と呼ばれる多様な機能の個々別々の集団と共に，

各々が部分的にのみ秩序を保ちつつ集積したも

のであった。そのため，アウィグ・アウィグ

（Awig−Awig）と呼ばれる慣習法典の保有が端

的に示すように，各々のバンジャールはデサか

ら一定程度の自律を可能としていた。多くの場

合，デサに比べてバンジャールにおいてはアダ

ットとディナスの範域が重なっていた。とはい

え，デサと同様，国家の存立のなかに位置づけ

られてゆくに従い，慣習と行政という機能的区

分が奥深く貫かれていった。

以上のような地域の特徴をもつバリ島におい

て，地域住民組織がどのような性格をもつのか

については，慣習と行政，村落と部落といった

特徴に着目することで，大まかな性格を析出す

ることが可能であるとされてきた［例えばGeertz

１９８０＝１９９０；Warren１９９３］。表１は，この４つ

の特徴を組み合わせ，地域構成をしめしたもの

である。

このように，比較的明確に区分されてきた地

域構成において，今日のグローバル化や都市化

にともなう問題は，そうした既存の地域の枠組

みによっては捉えきれない，あるいは解決しき

れないものとなっている［吉原２００６］。すなわ

ち，地域住民組織においてそれらの枠組みを超
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え出たり，他の立場から戦略的に捉え直される

変動の契機がみられる。本稿で扱う地域セキュ

リティ組織の取り組みをみるにあたって，そう

した研究動向や地域の状況との関連は，主要な

着眼点となる。

Ⅱ 対象地域の概況

次に，本報告の調査対象地域であるサヌール

（Sanur）地域について説明する（注４）。ここでい

う「サヌール地域」とは，バリの州都デンパサ

ール市（注５）のうち南デンパサール郡（Kecamatan

Denpasar Selatan）の一部を成す地域であるが，

単独の行政機構をもつ行政単位というわけでは

ない。デンパサールの中心から南東に６キロメ

ートルほど，３つのデサ・ディナスと３つのデ

サ・アダットの下に２７の部落が地域を構成して

いる。この範域全体が，本稿にて扱う地域セキ

ュリティ組織の活動の舞台となる場所であり，

地域住民からも総称して「サヌール」とよばれ

る地域である。

２０００年の時点で居住者３万１７１３人，９３９５世帯

を擁し，３００万のバリ島人口の１パーセントを

占める（注６）。面積はおよそ１０．６平方キロメート

ル，人口密度は３０００人／平方キロメートルとな

り，わが国においては大阪府堺市美原区（面積

１３．２４平方キロメートル，人口密度２９５１人／平方キ

ロメートル）に近い。転入率は２．４パーセント，

転出率は１．７パーセントであり人口移動は少な

く，宗教はヒンドゥー教信者が９０パーセント以

上を占めており，居住者の同質性は高い。もっ

とも，近隣地域から多くの観光業就労者が集ま

るため，住民として登録されていない昼間人口

はより多く，昼夜の人口の流動性も高いと推測

される。

表２はサヌールの住民登録者とバリ島全体の

就業形態を示している。バリ島全体では，３４．７

パーセントが農林水産業に従事している一方，

サヌールでは１１．５パーセントと３分の１である。

商業，工業は同程度であるが，運輸・通信，行

政・サービス業はバリ島全体のほぼ２倍となっ

ている。

地域内総生産額（表３）に占める割合として，

サヌールでは，協同組合を示す「１１．その他（d．

社会的事業）」に続き，「２．加工産業」と「１１．

その他（c．工業と手工業）」などの工業１８．４パ

ーセント，「７．商業」と「１１．その他（a．ホ

テル）」など商業・宿泊業１３．８パーセントと続

く。バリ島全体と比べると，サヌールの全生産

額に占める農業（２．１パーセント）の割合は１０分

アダット（慣習） ディナス（行政）

デサ（村落） デサ・アダット デサ・ディナス

バンジャール（部落） バンジャール・アダット バンジャール・ディナス

（出所）Geertz and Geertz（１９７５＝１９８９），Geertz（１９８０＝１９９０），鏡味（２０００），Warren（１９９３），山下（１９９９）
から筆者作成。

（注）（１）理念的には四種に分けられるが，本文でも述べているように，実際には，アダットとディナスにおい
て必ずしもその範域や人員が共有されているわけではない。バンジャールのレベルではアダットとデ
ィナスの範域・人員ともにほぼ重なるが，デサのレベルでは比較的明確な区分がなされている。

表１ デサ（村落）とバンジャール（部落），アダット（慣習）とディナス（行政）の関係（１）

地方分権化時代のインドネシアにおける地域セキュリティ組織の展開
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の１となっている。また，商業・ホテル（１３．８

パーセント）においても，バリ島全体において

総額に占める割合からみると，およそ３分の１

である。他方で，工業（１８．４パーセント），「８．

銀行・金融組織」と「９．住宅賃貸」と「１０．

土地貸し」など金融・不動産（１０．０パーセント）

ではバリ島全体と比べ２倍となっている（注７）。

サヌールにおいて工業は土産物品などの手工業

品，不動産は外国人向けの貸別荘や土地貸しな

どを意味し，それらが地域内生産額の割合の多

くを占めていることがわかる。商業については，

例えば，ン・グラーライ国際空港界隈に大型の

ショッピングモールが多く存在する隣県，バド

ゥン県のクタ周辺と比べると，比較的古いタイ

プの土産物店が立ち並ぶサヌールでは，割合が

低くなっていると考えられる。ホテルについて

は，そのグレードからみると，バリ島全体の５

つ星ホテルは３２あるが，そのうち２３は隣接する

バドゥン県に位置し，サヌールが含まれるデン

パサールでは３である［BPSB２００１，２９３］。客

室数ではバリ島全体で１万７０２７室あり，バドゥ

ン県では１万２９３３，デンパサールでは２９３９とな

る［BPSB２００１，２９４］。このように，ホテルの

数・規模においても，隣県がサヌールを含むデ

ンパサールに大きく水をあけることになる。観

光地において商業・ホテルは大きな位置を占め

ると考えることができるが，この点からすれば，

サヌールはどちらかといえば豪勢なホテルやシ

ョッピングモールを売りにするのではなく，路

面店型の土産物店や小・中規模の手頃なホテル

が目につく場所であるといえよう。とはいえ，

バリの伝統的な農村・農耕イメージからすれば，

サヌールはそこから大きく隔たる観光地域であ

るといえる。

サヌール

稲作
農業
漁業
畜産

５２９
０
１３８
２００

７．０％
０．０％
１．８％
２．７％

農林水産 ８６７ １１．５％

鉱業・採掘
電気
商業
工業
運輸・通信
銀行業・会計
行政（公務）・サービス業

その他

０
３２

１，５６４
１，０６５
５２４
８５

１，５４７

９７８

０．０％
０．４％
２０．８％
１４．１％
７．０％
１．１％
２０．５％

１３．０％

計 ７，５２９ １００．０％

バリ島全体

農林水産
鉱業・採掘
電気・水道
商業，レストラン・ホテル
工業
輸送，貯蔵・通信
財政・金融・不動産
サービス業・個人事業
建設
その他

５４９，９５５
７，４８１
２，７０６
３７４，２９７
２３９，３７４
６８，３２９
３０，９２０
１８５，５６０
１２４，５４６
７４９

３４．７％
０．５％
０．２％
２３．６％
１５．１％
４．３％
２．０％
１１．７％
７．９％
０．０％

計 １，５８３，９１７ １００．０％

表２ サヌール（２０００）（１）（２）とバリ島全体（２００１）の住民就業状況

（単位：人）

（出所）BPSD（２０００，４０－４１），BPSB（２００１，５５）。
（注）（１）Sanur Kauh, Sanur, Sanur Kajaの合計。

（２）サヌールにおける農林水産は，稲作，農業，漁業，畜産の合計。
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ここで，サヌール地域の中心地の様子を描写

しておこう。サヌールの代名詞ともなる，南北

に貫く目抜き通りの「ダナウ・タンブリンガン

通り」（Jalan Danau Tamblingan）には，小規模

で比較的古いタイプ，すなわちガラス張りとい

うよりはオープンエアの土産物店やレストラン

が連なる。通りを挟んで内陸側には比較的安価

な宿泊施設，海岸に面してはバリ人オーナーの

ものを含む中・高級ホテルが並び，滞在客はビ

ーチで過ごしたり，通りを歩いてショッピング

を楽しんだりしている。静けさ，落ち着き，昔

ながらのバリらしさが残る場所といわれるサヌ

ールではあるが，観光の中心をなす目抜き通り

をも含むかたちでそのようにいわれるのは，ご

く最近のことである。

１９６０年代はじめ，日本の戦後賠償の一環で，

３００の客室数をもつ１０階建てのバリ・ビーチ・

ホテルが建設された。それを契機に，バリ島初

のマス・ツーリズムの要所として政府による開

発が進められて以来，サヌールは多くの観光客

サヌールの地域内総生産

（ルピア）

１．農業
１１．その他（b．畜産）

１，３１７，２００，０００
４３，３４２，０００

２．１％
０．１％

小計 １，３６０，５４２，０００ ２．１％

２．加工産業
１１．その他（c．工業と手工業）

１，９４４，８００，０００
９，９００，８９１，６９２

３．０％
１５．４％

小計 １１，８４５，６９１，６９２ １８．４％

３．鉱業・採掘業
４．電気・ガス・水道
５．建築
６．輸送・電信

０
９３１，５００，０００
４５６，１７０，０００
４，０４５，５３７，８８５

０．０％
１．５％
０．７％
６．３％

７．商業
１１．その他（a．ホテル）

７，１７７，３６０，８５０
１，７３６，０００，０００

１１．２％
２．７％

小計 ８，９１３，３６０，８５０ １３．８％

８．銀行・金融組織
９．住宅賃貸
１０．土地貸し

１，５９５，５９８，６１５
４，２９６，７００，０００
５５０，０００，０００

２．５％
６．７％
０．９％

小計 ６，４４２，２９８，６１５ １０．０％

１１．その他
d．社会的事業（共同組合）
e．その他の事業

２６，８６０，１２２，０００
３，５３３，５４８，０００

４１．７％
５．５％

６４，３８８，７７１，０４２ １００．０％

バリ島全体の地域内総生産

（１００万ルピア）

農林水産 ３，４０３，２６９ ２０．６％

３，４０３，２６９ ２０．６％

工業 １，５８８，８３５ ９．６％

１，５８８，８３５ ９．６％

鉱業・採掘
電気・ガス・水道
建設
輸送・通信

１１４，８９２
２０６，３８０
６８７，５１０
１，８６７，９３５

０．７％
１．３％
４．２％
１１．３％

商業，ホテル・レストラン ５，４７９，７９２ ３３．２％

５，４７９，７９２ ３３．２％

金融・不動産業 ９８１，５１９ ５．９％

９８１，５１９ ５．９％

サービス業 ２，１７９，８５３ １３．２％

１６，５０９，９８６ １００．０％

表３ サヌール地域内生産額（１）とバリ島全体の地域内総生産（２０００）（２）

（出所）Desa Sanur Kaja（２０００），Desa Sanur Kauh（２０００），Kelurahan Sanur（２０００）から筆者作成。バリ島全体に
ついてはBPSB（２００１，３７５―３７６）。

（注）（１）Sanur Kauh, Snur, Sanur Kajaの合計。
（２）サヌールの項目は，バリ島全体の項目にあわせ順序を入れ替え，いくつかの項目をひとつにまとめている。
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を集めてきた。しかし１９９０年代に入ってからは

他の観光地の躍進から，観光客の出足が鈍りは

じめた。それとは反対に，種々のインフォーマ

ルセクター就労者がひしめき［Cukier and Wall

１９９４］，交通渋滞を引き起こし，観光客を巡る

争いや喧噪につつまれ，地域をいかに方向付け

ていくのかが大きな問題となっていた。そうし

た状況から，古き良きバリらしさを残すといわ

れる今日のサヌールの環境が形成されるまでに

は，地域セキュリティを巡るいくつかの動向が

大きく影響している。

Ⅲ スハルト体制最末期の

地域治安維持の状況

１．サヌール地域安全調整機構（BK3S）の

形成と変容

１９９７年７月にタイにて発生した経済危機は，

広くアジア諸国に影響を与え，インドネシアに

おいてもっとも深刻な危機を引き起こした。例

えば，１９９７年から９８年にかけての世界の国際観

光客数の伸び率は，８０年以来の拡大基調を保ち

２．１パーセントであったのに対し，東アジアは

１．２パーセント減であった。インドネシアは最

悪の状況をみせ，観光客は１２．６パーセント減，

日本人では３６パーセント減となった［鈴木

２０００］。バリ島の観光客数では１９９７年に１２３万３１６

人，９８年には１１８万７１５３人と３．５パーセントの減

少にとどまった［BPSB２００１，２９０］。すなわち，

インドネシア全体からすればその国際的観光地

としての輝きは失われていなかったといえよう。

そこに，１９９０年代に入って増加していた他島か

らのインフォーマルセクター就労者に加え，ア

ジア経済危機によって就職難に喘ぐ人々がツー

リズムによる利益を目指して流入した。しかし

ながら当時，バリ島であっても，それらすべて

をフォーマルな職に受け入れる容力はもち合わ

せなかった。観光客の減少とそれにともなう観

光産業におけるフォーマルな就労機会の減少に

より，路上には多くのインフォーマルセクター

就労者が出現し，犯罪も増加することとなった。

経済不安と地域社会の混乱を受け，サヌール

ではいち早く，デンパサール市観光局に対して，

地域セキュリティ組織結成の請願がホテルのオ

ーナーを中心になされた。そこで，デンパサー

ル市が音頭をとり１９９７年１２月に結成されたのが

サヌール地域安全調整機構（Badan Koordinasi

Keamanan Kawasan Sanur，略称BK3S）であった。

表４は組織構成を示している。監督（pelindung）

にデンパサール市長とバドゥン県警察長，その

下の顧問（penasehat）には南デンパサール郡長

と南デンパサール郡警察長がついた。以下，執

行部（panitia pelaksana）にはホテル，観光協会，

銀行，サヌール開発財団（注８）が着任した。代表

部（perwakilan）には６つのグレードに区分さ

れたホテルから，さらにレストラン，銀行，商

店，レンタカー店，旅行代理店など様々な事業

者を集めた［Walikota Denpasar１９９７］。ここに，

観光地域の治安の悪化に対して，様々な観光業

種の視点から取り組むことができる機構が形成

されたかにみえた。しかし，よりマクロな社会

的動向をみると，この時期は，年明けからの学

生運動や対政府組織の動きが活発になる直前で

あり，経済危機が政治不安を引き起こしつつあ

った。そうしたなか，多様性の頂点に地方官僚

と警察を冠するBK3Sの組織形成は，政局を維

持しようとする中央政府の動向と歩調を合わせ，

観光産業が警察（軍）（注９）の指導下におかれる
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過程を意味したといえよう。

１９９８年５月に行われた会議を機に，組織形態

は国家権力の下請け的な性格をいっそう明確に

した。１９９８年に入ると，１月のスハルト予算演

説以後，散発しはじめる学生や活動家らのデモ，

商店の略奪・焼き打ちがみられるようになった。

２月には，スハルトによる華人陰謀説をうけた

反華人暴動が生じ，学生たちも抗議運動を開始

した。３月の国民協議会でのスハルトの大統領

７選を機として，学生が掲げるレフォルマシは

全国的な民主化運動へと発展し，他方で，国軍

は内部分裂を強めていた。５月４日の原油価格

値上げは，続く５日，大規模なメダン暴動を引

き起こし，国内情勢は混乱を深めていった。こ

うした背景をうけ，BK3Sにおいて，「安全と安

心の雰囲気の創出のための助成をいっそう呼び

かける」必要のために決定がなされた［Dinas

Pariwisata１９９８a］。組織構成には新たに，郡長

（CAMAT），郡のレベルにおかれる分軍支部

（KORAMIL）司 令官（DANRAMIL）（注１０），郡 警

察署長（KAPOLSEK）からなる指導者間の調整

協議会である郡指導者会議（Musyawarah Pimpi-

nan Kecamatan，略称MUSPIKA）と，各デサ・デ

ィナス長など地元高官（Pejabat setempat）が加

えられなければならないとされた。この決定を

うけたBK3Sは組織改編を進めた。

５月２１日，スハルトが辞任を発表，翌２２日に

はハビビを大統領とした内閣が発足したものの，

スハルト体制を支えてきたゴルカル，軍，政治

腐敗と汚職の構造は依然として根強く残ってい

た。それはBK3Sの組織構成にも色濃く反映さ

れた。５月のBK3S組織改編のための会議の後，

１９９９年１月の時点において，BK3Sは表５にみ

られるような人員を擁した。監督にはデンパサ

ール市長と県警察長の二者に加え，バドゥン県

陸軍地域軍管区司令官（Komandan Resort Militer，

略称DANREM）が新たに配された。顧問職は９

名に増員され，３人のデサ・ディナス長，観光

局長，さらに分軍支部司令官（Komandan Rayon

Militer，略称DANRAMIL）が就くこととなった。

執行部の人員数は減らされ，観光関係者として

はひとつのホテルのみがあがっており，他はデ

サ・ディナスからの代表と観光局からの代表と

なった。代表部は無くなり，代わって，資金部

門（bidang dana），組織部門（bidang organisasi），

装備部門（bidang perlengkapan），総務部門（bidang

執行部

監督

顧問

長Ⅰ
長Ⅱ
副長Ⅰ
副長Ⅱ
秘書Ⅰ
秘書Ⅱ
会計Ⅰ
会計Ⅱ

デンパサール市長
バドゥン県地区警察長
南デンパサール郡長
南デンパサール郡警察長
ホテルA
インドネシア観光業協会
ホテルB
─（業種不明）
サヌール開発財団（Y PS）
ホテルC
銀行A
銀行B

代表部

５つ星ホテル
４つ星ホテル
３つ星ホテル
２つ星ホテル
１つ星ホテル
星無しホテル
レストラン
銀行，両替所
商店
レンタカー

旅行代理店

ホテルD
ホテルE
ホテルF
ホテルG
ホテルH
ホテルI
レストランA
銀行C
商店A
レンタカー店A
レンタカー店B
旅行代理店

（出所）Walikota Denpasar（１９９７）より筆者作成。

表４ １９９７年１２月１０日会議で決定された
BK3S組織構成
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umum）が設置された。そこでは，観光業関係

者としては３つのホテルとひとつの旅行代理店

の名前があるのみであり，残る部門はデサ・デ

ィナスからの代表と郡警察警備部長（KANIT SA-

BARA）によって構成された［Walikota Denpasar

１９９９］。ここに，県と郡それぞれに軍・警察，

その下に地方官僚と各部門を設置することによ

って，スハルト辞任から半年後に至ってなお中

央集権体制の末端の様相を強固なものとした。

こうした組織の変化と同時に，BK3Sにおけ

る地域セキュリティの実動部隊の規定にも変化

がみられた［Dinas Pariwisata１９９８b］。当初から，

隊員規定には警察での３週間の研修，インドネ

シア国軍の訓練や研修内容の踏襲，警察医師か

らの健康の証明というように，警察や軍に依る

規定がみられた。さらに，１９９７年の時点で各デ

サ・ディナスから１５人を集めた４５人構成だった

実動隊の成員に，９８年には新たに８人の観光警

察が「助力者」として加えられ，「謝金」とし

て給与が支払われるようになった。郡警察署が

実動部隊成員の暫定的な事務所に指定されたこ

ともあわせて，実動部隊においても警察や軍の

下に活動が行われていた。当の活動はパトロー

ルをおもな任務としたが，その時間（朝８時か

ら夜８時）も場所（目抜き通りのみの「線」的区

域）も手段（バイクによる）も限られていた。

対象は路上駐車係や行商といったインフォーマ

ルセクターと，スリなどの犯罪とされたが，前

監督

顧問

長
副長
秘書
副費署
会計
副会計

デンパサール市長
バドゥン県地区警察長（KAPOLRES）
バドゥン県陸軍地区軍管区司令官（DANREM）
観光局長
南デンパサール郡長（CAMAT）
分軍支部司令官（DANRAMIL）
郡警察署長（KAPOLSEK）
サヌールのデサ長／クルラハン長
ホテルA
─（名前のみ記載）
サヌール・カジャ（村落）
ホテルB
─（記載無し）
観光局
クルラハン・サヌール（町）
デンパサール第二級自治体市観光局

資金部門

組織部門

装備部門
総務部門

ホテルB
ホテルC
旅行代理店A
郡警察警備部長（KANIT SABARA）
クルラハン・サヌール（町）
サヌール・カウ（村落）
クルラハン・サヌール（町）
サヌール・カジャ（村落）
ホテルD

（出所）Walikota Denpasar（１９９９）より筆者作成。

表５ １９９９年１月１日時点でのBK3S組織構成
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者については観光客の邪魔をしているかどうか

という行為が注視され，その存在や商業形態が

問題とされることはなく，面としての地域全体

の状況を踏まえて活動を組織するまでには至ら

なかった。

２．BK3Sの衰退

以上のように，BK3Sは，アジア経済危機に

直面した観光業主たちによる地域治安強化の要

望にはじまったとはいえ，民主化へと舵が切ら

れてゆく社会情勢のなかであっても中央集権体

制の末端であり続けた。その過程において，当

初の多様な観光事業者は組織から排除され，警

察と軍が配置されていった。実動部隊に関して

も同様の管理体制をみせた。そうした役員・成

員の一貫した集権的組織構成の一方で，地域社

会の諸問題に対応する実働は限定的であり，観

光業者が望むような，地域に資する組織ではな

かった。

地域社会においては，統制されないインフォ

ーマルセクター就労者がなおひしめき，観光客

を巡る争いが目立った。スリや悪徳な土産物店

への対処も進まなかった。路上駐車によって道

は塞がれ，ゴミも散乱していた。こうした状況

に対応するためには，地域社会の要望に即した，

より民主的な組織と，それを支える機構や制度

が必要であった。１９９９年に入ると，５月には村

落の多様性を規定する地方行政法が制定され，

６月の総選挙では闘争民主党が第一党となり，

１０月の国民協議会によってワヒド政権が誕生す

るというように，民主化への改革が勢いを増し

た。こうした変化のなか，BK3Sは急激に失速

する。

１９９９年１２月，デンパサール市長の助力のもと，

近隣住民によるサヌール開発を目的としたサヌ

ール開発財団（Yayasan Pembangunan Sanur，略

称YPS）とBK3Sとが協議を行った［YPS１９９９］。

その結果２０００年１月から，YPSは，その長が

BK3Sの長を兼任するとともに，毎月助成金を

支出し，ホテル，各種観光事業，デンパサール

市からの助成金のとりまとめ役を担うこととな

った。また，YPSにおいて５年ごとに行われる，

役員選挙ならびに事業報告会である業務協議会

（Musyawara Kerja）のなかに，BK3Sについて

の規定を盛り込むこととなった。そこでは，

「BK3Sは，YPS，サヌール地域の経営者達，

デンパサール市，観光警察の協力のひとつのか

たちであり，理事はサヌール出身男性から成る。

成員もまたサヌール出身者ならびにその周辺の

青年達である」［YPS２０００a］とされ，BK3Sだ

けを特別視するのではなく，種々の団体の協力

と，成員はサヌール地域に関係するという点が

強調された。それというのも，YPSは，サヌー

ル地域全体のセキュリティをBK3S単独で担う

ことは不可能であると認識していたからである。

同様に，地域とのつながりという点では，YPS

のメンバーシップと活動の基盤に，これまで開

発の単位とされてきたデサ・ディナスではなく，

バンジャール・アダットが据えられた。バンジ

ャール・アダットは，ギアツやウォレン［Geertz

１９８０；Warren１９９３］が評価したように，多元

的共同性の構成要素であり，バリ島における市

民社会的な活動の基礎とも成り得る。その可能

性が具体性をもって現れてくることは，民主化

のひとつの契機でもある。YPSは，BK3Sを引

き継ぎつつも，そうした新たな社会状況のうえ

に，住民のより詳細な意志を反映し，多様な参

加者による「ひとつのサヌール」を可能とする

ような組織と環境づくりに舵を取ろうとしてい

地方分権化時代のインドネシアにおける地域セキュリティ組織の展開
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た。

YPSへと監督権が移譲されたBK3Sは，２０００

年１１月の時点で，実動部隊の成員を４５人から３３

人へと減少させていた。給与も３５万ルピアから

２５万２５００ルピアとなった。デンパサール市によ

る文書のなかにも，BK3Sは「サヌール観光地

域の安全と平穏の問題に取り組むフォーマル／

インフォーマルな，団体，組織，関連機関との

調整を行う」として，BK3Sを単独で強化する

のではなく，地域の他の組織との協働が謳われ

るようになった［Walikota Denpasar２０００a］。こ

のようにしてBK3Sは縮小し，２００５年１０月の時

点で実動隊員を９名にまで減少させ，役員も実

質的には，YPSの長が監督として就くのみとな

った。

代わって，地域のセキュリティにおいては，

地域社会の側から新たな動きが現れている。ひ

とつは，バリ島の慣習（adat）の面から，「宗教」

や「伝統」，「一貫したバリ」（Ajeg Bali）といっ

た言葉をともなって生起し，バリ島全土にて注

目を集めているプチャラン（pecalang）という

名の伝統的警備隊である。もうひとつは，同じ

ようにadatを重視しつつも，より多様な人員を

集め，地域の諸問題に対応するための試みとし

てサヌールの地域セキュリティの最前面にたつ，

サヌール安全パトロール特別チーム（Tim

Khusus Patroli Keamanan Sanur，略称TimSus PKS）

すなわち「ティムスス」である。

Ⅳ 伝統的警備隊の躍進

地域治安の問題の先鋭化は，中央集権体制崩

壊を機にしていた。アジア経済危機の影響によ

ってスハルト体制が崩壊すると，中央集権によ

る地域治安を担ってきた地域治安システム

（Sistem Keamanan Lingkungan，略称SISKAM-

LING）（注１１）もまた弱体化した。前節で述べたよ

うに，サヌールにおいて暫くの間はBK3Sが影

響力をもっていた。しかし，多くの観光地のホ

テルや店舗は私的にガードマンを雇った。もっ

とも，その費用を捻出することができない場合，

数店ごとに１人のガードマンを雇うという状況

であった。職を失った人々のなかには，プレマ

ン（preman）とよばれる「ごろつき」となり，

ガードマンを襲撃し，自分たちを雇うようにと

圧力をかけたり，みかじめ料を取る者達もいた。

観光地域には行商や手押し屋台，新聞売り，物

貰いといった様々なインフォーマルセクターが

ひしめき，観光客への執拗な押し売りや，顧客

をめぐる争い，ゴミの増加や交通渋滞もみられ

るようになった。同時に，悪質な商売の店舗，

スリや強盗もみられ，地域社会は早急の対応を

迫られていた。

そうしたなか，地元紙Bali Postの２０００年６月

１６日付けの記事では，バリ島中西部に位置する

タバナン県にて，自発的なセキュリティ・シス

テム（system pengamanan swakarsa）として，特

別なプチャラン（pecalang khusus）が設置され，

地域セキュリティの中心的役割を果たすととも

に，警察や軍との協力も視野にいれられている

様子が報告されている。同様に，２００１年４月１８

日付けの記事では，バリ・ヒンドゥーの総本山

であるブサキ寺院にて，参道の観光客を目当て

に大挙して押し寄せる行商にたいし，聖なる地

域を維持するためにプチャランが組織される旨

が報告されている。さらに，同紙２００５年６月１３

日付けの記事では，地方選挙時の安全確保に動

員される様子，２００５年６月２７日付けの記事では，
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不法漁業や自然破壊行為に対する海防へとのり

だす様子をみて取ることができる。２０００年以降，

このように，バリの伝統的な装束として白黒の

市松模様の腰布（saput poleng）をまとい，短剣

（keris）を腰にさしたプチャラン（pecalang）

と呼ばれる警備隊が自警団の役割を担いはじめ

た。同時に，各地でプチャランによるインフォ

ーマルセクター排除の動きがみられるようにな

った［Vickers２００３；Soethama２００４; Suryawan

２００５］。

プチャランとは，一般に，宗教的祭礼時のみ

交通の整理や人の誘導を行う，バリの伝統的装

束をまとったガードマンのことを指し，その名

はバリ語で「凝視し見守る者，監督する者」を

意味する。成員は各バンジャール・アダットか

ら選出され，活動はデサ・アダット単位で行わ

れている。Widnyani and Widia（２００２）による

と，歴史的にこの組織は，ヒンドゥー教伝来と

同時に社会生活の助力のために各地で整備され

た住民組織を指すが，１９世紀末までの諸王国時

代には寺院の警護，植民地政府下では商人達の

警護，スハルト体制下においては祭礼時の交通

警備に役割が限定され，規模や人員も縮小され

るというように，一貫した役割や組織形態があ

ったわけではない。近年になりプチャランが注

目を集めるようになったのは，メガワティ前大

統領の所属政党である民主党メガワティ派，後

の闘争民主党（Partai Demokrasi Indonesia−Per-

juangan : PDI−P）によって，１９９８年１０月にサヌ

ールにおいて開かれた党大会からである。

この時プチャランは，党のガードマンの役割

を担うよう都市部を中心に招集され，バリの民

族衣装をまとい寺院の儀式に出席するメガワテ

ィとともに，その勇壮な警備姿がマスメディア

によって報道された［Widnyani and Widia２００２］。

インドネシアの全国紙KOMPASの２０００年１１月

２８日付けの記事によれば，期間中，２０００人の警

察，１４００人の軍人による警備とは別に，党付き

の警備として１２００人のプチャランが動員されて

いた。同記事によれば，スハルト退陣から５カ

月経過してなお，ハビビ大統領は民主党メガワ

ティ派の動きを警戒しており，メガワティ派に

とっては，党の側にたつ警備員の準備は難しい

状態にあった。そのため，同党にとってバリ島

にて党大会を開催する利点は，「インドネシア

において一番の外貨収入源である観光地バリで

は，国軍が暴力で党大会を妨害することは不可

能」［秋尾２０００，２６６］であることであった。そ

れに加え，メガワティの祖母がバリ島北部シン

ガラジャ出身であり，プチャランの名前は身近

なものであったこと，そうした親バリ的なイメ

ージのうえに警備員を確保できることもまた，

大きな利点であった。この党大会以来，各地で

プチャランが組織されるようになり，影響力を

強め，２００１年のバリ州政令には，デサ・アダッ

トにおける地域セキュリティの一端を担うとの

規定が盛り込まれるまでに至った［Propinsi Bali

２００１］。さらに，バリ・ポスト・グループのリ

ーダーであるSatria Naradhaによる２００２年から

のAjeg Baliキャンペーンが後押しし，バリの社

会を護る尖兵としての役割が確固としたものと

なった［Naradha２００４；Suryawan２００５］。

しかし，そうしたプチャランの躍進に関して

はバリ島内でも賛否がある。賛成する意見とし

ては，プチャランこそ地方分権化と民主化を担

うものであり，これまで政府によって強められ

てきたデサ・ディナスに対して，バリの精神を

体現するデサ・アダットが自立できる契機であ

地方分権化時代のインドネシアにおける地域セキュリティ組織の展開
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るとする［Widnyani and Widia２００２；Naradha

２００４］。Widnyani and Widia（２００２）は，その延

長に，デサ・アダットがデサ・ディナスの機能

を担うことさえ可能であると予測する。また，

２００５年１月２１日付けのBali Postでは，これまで

行政の側面において組織されてきた民間防衛組

織（Pertahanan Sipil，略称HANSIP）（注１２）は，慣習

の側面を担うプチャランにとって代わられるべ

きであるとの意見が出されている。その一方で，

同記事では，行政と慣習の明確な機能区分がな

くなることで，プチャランが政府の活動の一部

となってしまうのであれば，アダットの活動が

制限されてしまったり，逆に，政府の活動自体

が伝統的・宗教的に神聖化されてしまうのでは

ないかという点も指摘されている。

また，より端的にプチャランの躍進に反対す

る意見として，Suryawan（２００５）は，地域によ

ってプチャランの暴走ともとれる事態がみられ

ることにたいして警鐘をならしている（注１３）。例

えば，プチャランは，法的には禁止されている

にもかかわらず，地域住民，特に外来者やイン

フォーマルセクター就労者の住民票チェック，

立ち退きの強制，住居の取り壊しや屋台の襲撃

に携わることさえあるという。Suryawan（２００５）

のようにプチャランに対して懐疑的な意見は，

そうしたプチャランの活動と，それを求めさえ

する地域の状況に，民族主義あるいはファシズ

ムの徴候をみいだすものである。また，同様に

Suryawan（２００５）によれば，プチャランどうし

の連携は無く，お互いの活動内容や警備の理念

についての共通認識，情報共有があるわけでも

ない。すなわち，それらはあくまで点としての

活動であり，その限りで面としての地域に計画

的に寄与することは難しいとされる［Suryawan

２００５］。こうした批判からすれば，プチャラン

の互いに隔絶した散発的な活動は，従来，行政

面での仕事とされてきた住民票チェックの活動

等を通して政府との関係を結ぶことで，政府の

意向によって方向付けられ，制御される可能性

をもつといえよう。加えて，これまでバリ島の

伝統は，バリというひとつの州が国家のなかに

いかに位置づけられていくのかという点から創

造・調整されてきた側面をもつこと［例えば鏡

味２０００］，同様に，「Ajeg Bali」もまた国家と

の関係を基軸にした上からの呼びかけという性

格をもつことを考慮すれば，プチャランは地域

における伝統を基礎とした凝集の様態でありな

がらも，依然として政府によるコントロールの

余地を残すといえる。現在のバリ島での地域セ

キュリティ組織について論じる場合，こうした，

プチャランを巡る動向との関連も重要なものと

なろう。

Ⅴ 地域住民によるセキュリティ

「ティムスス」の展開

１．基盤としての近隣住民組織

民主化，地方分権化の流れにおいて，地域社

会からは，伝統や宗教とは比較的距離をとりな

がら地域固有の問題を取り上げ解決することで，

自らの地域に資するセキュリティを組織しよう

とする試みも現れている。それが，次にあげる

「ティムスス」（TimSus），サヌール安全パトロ

ール特別チーム（Tim Khusus Patroli Keamanan

Sanur，略称TimSus PKS）である。まず，特別チ

ームの基盤となったサヌール開発財団（Yayasan

Pembangunan Sanur，略称YPS）とはどのような

組織であるかについて確認しておく（注１４）。１９６０
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年代からサヌールにて始まったリゾート開発を

受け，サヌール地域は，政府や観光客によって

搾取され，疲弊してしまうのではないかという

不安に直面した。そこで，１９６６年，ブラフマナ

（僧侶階級）であり地域の信頼の厚かったブラ

タ（Ida Bagus Brata）の主唱により，サヌール

住民の将来の生活を守るという目的の下，YPS

の前身であるデサ育成助成資金財団（Yayasan

Dana Bntuan Pembina Desa）が設立された。こ

の財団によって，銀行設立と地域開発資金の貯

蓄，ボランタリーな運用による中学校の設立，

事業体の組織化と産業の育成等が行われ，地域

は順調な発展をみせた。

しかし，ブラタが他界する１９８６年前後，イン

ドネシアは，原油価格下落による不況に見舞わ

れた。インドネシア・ルピアは大幅に切り下げ

られ，インフレのなか賃金―利潤関係の圧迫を

招いた。サヌールでは，バリ島外部からの投資

によって競争は加速したが，デサ事業の利益は

減り，熟練労働者は外部へと流出した。村落は，

そうした職員を引き止めようと，インフレにあ

わせて大幅に増加していた国家公務員賃金なみ

の手当を出すこととなった。そこに，１９８４年か

らの税務規則改定によって，政府からの開発助

成金を数倍上回る納税額が課せられた。それら

出費を埋め合わせるために，デサ銀行は無利子

のローンを組むなど村落の財政を補�し，村落

内での影響力を強めた。

こうしたなか，サヌール全体が世間並みの生

活水準に至るというデサ開発の理念は揺らぎ，

賃金格差が増大した。村落，銀行，事業体は，

相互の分離と緊張をみせた。銀行は，独自に賃

金水準を確保したいと提案し，経済的合理性の

立場から，地域内での報酬の格差を支持した。

すなわち，銀行役員は，これまでの平等路線で

はなく，諸事業の高度な独立とそのことによる

効果的な競争が，開発を促進させるだろうと考

えた。他方で，事業体の労働者や成員のなかに

は，モラルの減退と，発展の共同目的の消失を

指摘する声もあり，経済―社会的なコンフリク

トが生じはじめた。そうしたなか，サヌールに

存在する３つの村落のうちひとつが，評議会や

財政権をもたず政府からの開発プロジェクトに

従う義務をもつ行政単位であるクルラハン（町）

となり，地域社会の意志決定から隔たってしま

う可能性がではじめた。YPSにおいて地域セキ

ュリティが問題とされるようになるのは，以上

のような背景，すなわち，経済不況と，政府に

よる干渉が地域内に変容をきたそうとするなか

であった。

地域住民に資する目的で設立されたはずの財

団は，１９８８年の第２回業務協議会における規定

において，デサ・ディナスの活動の支援，HAN-

SIPの支援，あるいは中央集権体制を補完する

村落開発の範囲でのセキュリティの支援という

役割とされた［YPS１９８８］。図１はこの時点で

のYPS組織構成を示している。部門はわずか３

つであり，非常に単純な構成となっている。こ

こでは，YPSはデサ・ディナス政府の下請けと

もいえる活動を担うようになっていた。すなわ

ち，「YPSは，最初に基金の蓄積の役割であっ

たが，デサ開発の時代に適うLKMDが政府によ

って制定されて以来，サヌールの３つのデサ（行

政村）の連合・開発組織として発展」［YPS２０００b，

４９］することとなった。図２は，YPSの構成が

LKMDとの関係からも規定されるようになった

ことを示している。このようにYPSは開発のた

めの末端組織に組み入れられる一方で，内部で

地方分権化時代のインドネシアにおける地域セキュリティ組織の展開
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顧　問

部門Ⅰ
治安維持

部門Ⅱ
経済財政産業

部門Ⅲ
福　祉

執行部 監　督

事業計画

会　計 人　事 総　務

監督機構
サヌール開発財団
（YPS）

LKMDクルラハン・サヌール
LKMDサヌール・カジャ
LKMDサヌール・カウ

デサ事業体
デサ・サヌール銀行株式会社

デサ事業体
SIDI協同組合

デサ事業体
サヌール奉仕株式会社

は，ブラタの他界後から１９８８年までの２年間，

リーダーシップの空白と混乱が生じていた。さ

らに，業務協議会の開催や他の事業体との関係

をマネージメントするための綱領ならびに規約

（Anggaran Dasar dan Anggaran Rumah Tangga，

略称AD&ART）がないということが課題となっ

ていた［YPS２０００b，５１］。

そうした役割から脱し，地域に資する自治的

な活動に踏み出すのは，１９９２年の組織改編から

である［YPS２０００a］。この時，いまだ体系だっ

たAD&ARTがなく，大規模な業務協議会を開

くことはできなかったものの，証書の記載を変

更し決定のすべてをYPSに帰属させるとともに，

「バンジャール・アダットをYPSの会員とす

る」ことが決定された。すなわち，各バンジャ

ール・アダット長に「宗教生活，デサ・アダッ

トの文化の側面だけでなく，YPSと事業体の事

業の監督（pengawas）」という「二重の役割」（ber-

図１ 第２回業務協議会におけるYPS組織構成

（出所）YPS（１９８８）より筆者作成。

図２ 第２回業務協議会におけるYPSと村落（デサ）との関係（１）

（出所）YPS（１９８８）より筆者作成。
（注）（１）SIDI協同組合の「SIDI」とは，バリ語の丁寧語の略であり，「Suksmaning Idep Darana Ika」

［こころの底から感謝すること，それが私たちの手段である］という文章となる。
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fungsi ganda）をもたせた。そのことによってバ

ンジャール・アダット長は，YPSの構成員とい

う基盤のうえに一定の権限をもつことができる

ようになった。しかし，このことは同時に，YPS

が，末端のバンジャール・アダットをデサ・デ

ィナスの開発へと媒介するようになったともみ

なすことができるだろう。YPSがデサ・ディナ

スとのつながりを弱め，バンジャール・アダッ

トを組織の中核とする体系だったAD&ARTを

制定するのは，ここからさらに８年後，２０００年

の第３回業務協議会においてである。すなわち，

デサ・ディナスの下請けとしての性質からの脱

却は，ようやくポスト・スハルト期に可能とな

った。

１９９７年の経済危機は，デサ・サヌール銀行と

サヌール事業体の執行役と設立者に対して，銀

行・事業体の株式会社としての地位を保つため

に，株の住民への移譲によってその両者を完全

に住民の所有とするための誘因となった［YPS

２０００b，５２］。１９９７年１１月１５日，インドネシア

銀行の立ち会いのもとに，YPS役員，デサ・サ

ヌール銀行役員が出席し，デンパサールのオフ

ィスにてそのための決定がなされた［YPS２０００

b，５２］。こうして，サヌール銀行と事業体は，

バンジャール・アダットの監督の下に運営され

ることとなった（注１５）。

２．独自の地域セキュリティ組織への着眼

そのような組織改編の後，２０００年６月に第３

回業務協議会が開かれ，２０００年から２００５年の業

務内容が決定された。ここで組織は内部の機能

を分化させ，いっそう自治的な活動へと向かっ

た。図３はYPSの新たな組織構成を示しており，

活動は非常に広範な分野へと広がりをみせてい

る。

図３ ２０００年第３回業務協議会にて決定されたYPS組織構成

（出所）YPS（２０００a）より筆者作成。

地方分権化時代のインドネシアにおける地域セキュリティ組織の展開
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そうしたなか，地域セキュリティ部門につい

ての具体的な規定も盛り込まれた［YPS２０００a，

b］。業務協議会当日には議題・報告資料［YPS

２０００a］が配布され，後日，議事録・決定事項

集［YPS２０００b］が作成された。この両者の地

域セキュリティについての項目をみると，セキ

ュリティの担い手としては，当初，プチャラン

とBK3Sとされていた［YPS２０００a］。ところが決

定時には，バンジャール・アダットの夜警組織

（SISKAMLING）（注１６）に変更された［YPS２０００b］。

なぜなら，協議において，プチャランは地域の

宗教や祭礼に関するものであり，デサ・アダッ

ト長の下にあると考えられたからであった。BK

3Sについては，監督権は移譲されたものの，

いまだデンパサール市政府に依っているとされ

た。同様に，スハルト体制下に中央集権の末端

として機能したHANSIPは，影響力を弱めたと

はいえ，デサ・ディナスとの関係において活動

を行っていたため，YPSにとってのセキュリテ

ィの担い手とはいえなかった。YPSはバンジャ

ール・アダットを基盤にするという点から，既

存の地域のセキュリティをみれば，その役割は

夜警組織が担っており，決定時にはその点が強

調されるかたちとなった。しかし，夜警組織を

はじめ，いずれの組織にしても，成員はそれぞ

れの組織がうけもつ地域からのみ集められ，機

能も限定され，他の地域どうし，あるいは異な

る組織どうしが相互に関連するということはな

かった［YPS２００５b］。YPSは，これまでのどの

地域セキュリティ組織とも異なり，セキュリテ

ィの範域としてサヌール地域全体を面的に視野

に入れ，「美しく調和のとれた環境」といった

統合的な地域像をめざした。

また，協議会報告資料においては「サヌール

を訪れる観光客に，行商，物乞い，強盗，スリ

などからの安全を提供する」［YPS２０００a］と記

載されていた事項が，決定［YPS２０００b］にお

いては，これに先立つ２０００年５月１０日にデンパ

サール市によって施行された「デンパサール市

の公共の美化と秩序に関する市政令１９９３年第１５

号改正に関する市政令２０００年第３号」を遂行す

るとされた。この政令は，１９９９年にインドネシ

ア政府によって定められた地方行政法（法律

１９９９年第２２号）をうけて決定されたものであり，

地域の環境整備，美化，規律，安全といったこ

とについての規定からなる［Walikota Denpasar

２０００b］。詳細には，路上駐車の禁止，届け出の

ない場合に公共施設内での販売の禁止，手押し

屋台などカートやそれに類するものを用いた路

上や公共の場所での商売の禁止などが謳われて

いる。

YPSはこの市政令を自らの活動の正統性に据

えるとともに，地域の協働を基礎としてセキュ

リティの活動を展開した。その具体的なあらわ

れが，２０００年１１月末から１カ月間にわたって，

特にインフォーマルセクターを対象に行われた

一連の地域制御活動であった。活動が始められ

る際，YPSは，地域セキュリティの新たな担い

手の組織化と地域の関心の凝集が必要であると

考えた。そこで，YPSは，活動に先立ち大規模

なパネルディスカッションを開き，地域の問題

を，サヌール全体の問題であると同時に諸個人

の身近な問題として捉えるべきであるとした

［YPS２０００f］。同時に，YPSは，BK3Sだけでな

く，各バンジャール・アダットの青年団，プチ

ャラン，夜警組織に加え，HANSIP，海浜観光

業就労者等からも，すべてボランティアとして

メンバーをあつめ，かれら個々のメンバーを「テ
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ィムスス」すなわち特別チームと称した。

３．特別チーム「ティムスス」の発足と展開

このチームの活動の詳細をみるにあたり，当

時，YPSが直面していた地域の状況を改めて確

認しておこう。１９９０年代に入り増え始めたイン

フォーマルセクター就労者は，１９９７年のアジア

経済危機を境にいっそうの増加をみせていた。

それとともに，観光客をめぐる争い，交通の妨

害，ゴミの増加が懸念されるようになった。例

えば，インフォーマルセクター就労者のなかに

は，ホテルやレストランの入り口に大挙して押

し寄せる者，施設のなかにまで入って品物を売

る者，屋台や荷車で道を塞ぐ者がいた（注１７）。そ

こに，人ごみに紛れたスリ，ひったくりが加わ

った。

YPSは，インフォーマルセクター就労者の販

売行為を統制し，取り締まるために，継続的な

見回りをはじめとした一連の制御活動に着手し

た。そこで，先の特別チームを中心に，１カ月

間，そもそもサヌール地域にはどのようなイン

フォーマルセクターや犯罪が存在するのか，そ

れらは観光客にどのように接し，影響を与えて

いるのか，デンパサール市の政令は守られてい

るかといった点が観察，記録された。この活動

を担ったボランタリーな集団が，２０００年１２月初

めの理事会をもって結成される「ティムスス」

（TimSus），サヌール安全パトロール特別チー

ム（Tim Khusus Patroli Keamanan Sanur，略称Tim-

Sus PKS）へと引き継がれ，改めて，各バンジ

ャール・アダットから２名を目安に成員が集め

られた［YPS２０００c］。

その後，各インフォーマルセクターに対し，

ティムススが中心となり，サヌール内での商売

の規制についての手紙が街頭にて配布され，同

時に，手紙の内容，許可の必要，罰則などにつ

いての説明が行われた［YPS２０００d］。手紙には，

デンパサール市政令による決定とYPSによる決

定に従い，サヌール地域のあらゆる観光産業が，

バリとサヌールのイメージを「元に戻す」こと

に責任を負わなければならないと明記された

［YPS２０００e］。１２月末，ティムススは，刑法に

違反するとみなされた両替商や店舗を警察へと

引き渡した。また，市政令違反の対象とされる

インフォーマルセクターについては，違反者に

対する指導と取り締まりを担うトランティブ

（Dinas Ketentraman Ketertiban dan Satuan Polisi

Pamong Praja Kota Denpasar，略称 Dinas Trantib

& Satpol PP）（注１８）に引渡し，その後，サヌール地

域ではほとんどの観光業就労インフォーマルセ

クターが禁止されることとなった。この活動を

端緒として，ティムススは地域におけるセキュ

リティの正当性と影響力を強めていった。

その後もインフォーマルセクター制御の継続

により，地元観光業に開かれた環境が維持され

た。例えば，インフォーマルセクター就労者が

ひしめいていた道路は観光客のために広く開け

られることで，かれらは落ち着きのある地域内

を妨げなく還流し，土産物店をはじめとした観

光の担い手たちとのコミュニケーションの機会

をいっそうもつようになった（注１９）。また，ティ

ムススは，観光中心地域だけでなくサヌール地

域の一部を通るバイパスでの不法投棄の取り締

まり，事故にあった人や車の救助を行うととも

に，祭礼や種々の社会活動に関連するセキュリ

ティ活動の調整役ともなっている［YPS２００５b］。

そのようにしてティムススは日常的にも存在感

を増していった。こうした躍進に応じて，２００５

年に開催されたYPSの第４回業務協議会におけ

地方分権化時代のインドネシアにおける地域セキュリティ組織の展開
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るセキュリティについての議論は，ティムスス

の話題一色となった。図４はこの時に決定され

た組織構成を示しており，全体として，いっそ

う整然としたものになっている。地域治安維持

については，ティムススがBK3Sの役割をも担

い，その成員をいずれチームに編入させること，

プチャランやHANSIPと相互に協力し合うこと

等，既存の地域セキュリティ組織との関係が整

理された。あわせて，ティムススはバンジャー

ル・アダットの代表によって構成されるボラン

ティア組織であることが確認された［YPS２００５a，

c］。

ボランティアとして参加するメンバーをつな

ぎとめるインフォーマルな施策のひとつが，サ

ヌール地域のホテルや商店のガードマンへの推

薦である。このことによって，ティムススは，

地域のネットワークと知識を有する成員を賃労

働への機会に開かせるとともに，観光産業との

繋がりと情報のやり取りを円滑にしている。こ

のことは，グローバル・ツーリズムの資本の影

響や競争に晒されながらも，観光業市場にガー

ドマンとして地域住民を参加させることによっ

て，ツーリズムの潜在的な制御力となっている。

さらに，ティムススは，デサ・ディナスの役割

である住民票登録や確認の助成を行っている。

デサ・アダットとの関係という面でも，大小の

宗教的祭礼において，チームの成員はプチャラ

ンの装束をまとって半ばプチャランとして参加

するよう要請されることがある（注２０）。このよう

に，ティムススは，役割や機能という点でも多

くを担うようになっていった。

成員にしてみれば，自分たちは治安維持のた

めのパトロールなど警察に近い役割をしている

が，法的に警察であるわけではない。デサ・デ

ィナスによる住民票チェックの手伝いは，要請

されたときのみの仕事である。プチャランとし

ての役割も同様であり，村落によって正式に規

定されるものではない。むしろ，彼らにいわせ

れば，自分達は何らかの役割に偏ってしまって

はならない。すなわち，地域制御の実行力であ

ると同時に各種セキュリティ組織どうし，ある

いはそれらと地域との間に立ち，調整役となら

図４ ２００５年第４回業務協議会にて決定されたYPS組織構成

（出所）YPS（２００５a）より筆者作成。
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なければならない。この点で，組織間の隔絶と

いう地方分権の問題の解決に一定の貢献を成し

ている。
アダット

また慣習にもとづくことは重要であるが，そ

れは，プチャランの役割を重視するということ
アダット

ではない。同様に，宗教的権威としての慣習を

正統性の根拠としようというのでもない。それ

は，活動の評価として誰よりもまず，様々な構

成要素の総体としてのサヌール社会にもとづき，

評価されるべきという意識のあらわれである。

そこでは，これまでの組織が閉じこもってきた，

表１のような地域社会の分節や区別の内部に捕

われるのではなく，それら全体からなるものと

してサヌール地域を捉えるべきであるという考

えが基本となっている。この点では，近年の

「Ajeg Bali」キャンペーンのような一側面から

の大きな価値付与を，一定程度相対化すること

を可能としている。

ここで改めて本稿第Ⅰ節の表１に立ち戻れば，

BK3Sは軍・警察とともにディナスの系列から

地域を掌握しようとした。HANSIPはデサ・デ

ィナスに限られ，夜警組織はバンジャール・ア

ダットに限られている。２０００年前後から活発化

しているプチャランは，デサ・アダットがもつ

地方分権化時代の意義を強調し，ディナスとの

機能の分有をめぐる論争を引き起こしていると

いう点で，地域社会構成の有り様にたいして人

々の注目を集めている。ティムススは，第１に，

バンジャール・アダットを基礎として住民参加

を促し，各セキュリティ組織の媒介となること

によって多面的な構成要素を保持している。同

時に，デサの次元を超え，南デンパサール郡と

いう行政単位とは異なる，「ひとつのサヌール」

という大きな地域像を生み出している。そのこ

とにより，第２に，デンパサール市の都市化の

一様態としての，ディナス面の増強，それゆえ

のアダット面の減退［吉原２００６］に対して，グ

ラスルーツとしてのアダットの可能性を提示し

ているともいえよう。すなわち，ティムススの

種々の役割と一連の地域制御活動において，住

民参加という点では，バンジャール・アダット

という近隣においてその基礎を保持している。

また，活動の点では，居住地域や観光地域を含

み，これまで開発の対象とされてきた村落を越

える次元に役割を拡大・応用することで，デサ

・ディナスの影響を一定程度相対化し，近隣部

落の内部にとどまらない帰属意識の喚起を可能

としているといえよう。ここには，地域の諸問

題を措定し対応するうえで，草の根レベルの住

民参加と，多様かつ広域な活動の機能とが共に

醸成され得るような，地方分権化時代の地域セ

キュリティ組織の様態をみて取ることができる。

お わ り に

以上，本稿は２つの着眼点と３つの対象から，

地方分権化時代のバリ島における地域セキュリ

ティ組織の展開を明らかにしてきた。着眼点と

しては，第１に，地域住民による，下からの比

較的フォーマルな地域セキュリティ組織の形成

について，第２に，バリ島の地域構成との関わ

りについて，スハルト体制最末期の地域掌握，

その後の，伝統的側面，地域社会的側面からの

民主化時代のセキュリティ組織という３つの対

象の動向をおさえた。

スハルト体制最末期の地域セキュリティ組織

としては，地域社会の構成とは隔たり，観光業

者の呼びかけによってサヌール地域安全調整機
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構（BK3S）が形成された。しかし，その組織

構成は，混乱する社会状況のなかで中央集権体

制を内部化し，地域を再度，体制の下に掌握し

ようとするものとなった。そのため，スハルト

体制崩壊によって民主化が進むことにより，組

織は衰退していった。代わって，地域からは二

種の地域セキュリティ組織が生じた。伝統的側

面では，デサ・アダットのレベルにおいてプチ

ャランという伝統的警備隊が躍進し，「Ajeg

Bali」のスローガンやバリ州政令を背景に急進

化の傾向をもみせている。それは，地域住民が

もつ社会不安に呼応した現象であるとはいえ，

草の根の地域社会活動として評価するには慎重

を要するものである。地域社会的側面からは，

近隣住民組織を基盤としてティムスス，サヌー

ル安全パトロール特別チーム（TimSus PKS）が

形成された。そこでは，これまでの地域社会の

構成や市政令を踏まえながら，地方分権化とグ

ローバル・ツーリズムから派生する地域の問題，

すなわちセキュリティ組織間の隔絶や空白と，

統制されていないインフォーマルセクターに関

わる問題を改めて確認・共有し，基盤となる枠

組みや役割を応用することで地域セキュリティ

を一定の成功に導いている様子が明らかとなっ

た。

また，ツーリズムに対して地域セキュリティ

組織がもつ影響という観点からすれば，YPSと

ティムススは，地元観光業に有利な物的環境と，

地域のより広域かつ統合的なイメージの醸成を

可能とした。すなわち，サヌールは，静けさ，

落ち着き，昔ながらのバリらしさという価値的

な観光資源を手に入れた。それは，隔絶された

高級リゾート地ヌサ・ドゥアや，都市的な猥雑

さの魅力によっていまだ多くの観光客を集める

クタという近隣の競争的観光地に対して，サヌ

ールが観光客を取り戻すうえで一定の効力をも

つ価値でもあろう。この新たな，古き良きサヌ

ールは，観光客の足取りをゆるやかなものとし，

店先での「バリ人」とのコミュニケーションを

促し，来訪者にひとときの楽しみを提供してい

る。それだけでなく，地元土産物店の店員にと

って，店先は，自分の母・子と安心して過ごす

ことができる場所ともなっている。さらに，滞

留型のインフォーマルセクター労働の禁止をう

けつつも，交通渋滞のなくなった道路を利用し

て，バイクによる土産物の卸売商という新たな

労働形態がみられる。このように，サヌールに

おける地域セキュリティの組織化は，ツーリズ

ムにおいて目にみえる形でも大きな影響を与え

ている（注２１）。

以上のように，ティムススは民主化の進む地

域社会に適合的な地域セキュリティ組織として

生じている。もちろん，地域制御活動は，即座

に地域社会構成や制度的枠組みを改変するよう

なものではない。しかしながら，地域独自の問

題解決の試みのなかで，集合的な行動を可能と

し，新たなサヌールの地域像を提示し，人々に

その共有を可能とした。この点において，ティ

ムススは，これまで所与とされてきた地域像と

それにともなう機能の集中を変化させ，架橋し，

市民的な活動のグラスルーツを地域に根付かせ

つつある。同様に，地域に資するセキュリティ

ということに関して，BK3Sは集権的かつ線的

な活動であったこと，プチャランは点として散

発していることに比すれば，ティムススが面と

して活動を可能としている点で注目に値する。

また，政府による集権的な統制の可能性に関し

てみれば，BK3Sは観光業者による新しい試み
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という側面はあったにせよ，スハルト体制に捕

われた集権的組織であった。プチャランは対抗

文化的な活動ではあるが，その本質主義的で相

互に隔絶した活動は，かつてバリ文化が創造さ

れ，操作され，国家の統治に利用されてきた一

面をもつことを彷彿とさせる。それらに比べテ

ィムススにおいては，より具体的な地域や組織

どうしの調整を基礎とした，地方自治のひとつ

の様態としての位置づけを見出すことができる。

しかしここで注意したいのは，その動きが，

ポスト開発体制の錯綜と地域セキュリティ組織

の不在という社会状況の中で生じたものである

限り，いまだ澱の様相を呈し，上からの攪拌や

濾過によって回収あるいは解消されてしまう可

能性を残してもいる点である（注２２）。地方分権化

と民主化，地方自治といった課題へと敷衍する

のであれば，このような地域セキュリティ組織

の試みが独自性を担保しつつ如何に構造化され

るのか，よりマクロな動きとどのようにして符

節をあわせ，接合され得るのかに注意を払う必

要がある。そうした試みを経るなかで，先進国

における地域セキュリティの組織化の動向，す

なわち国民国家の統治能力が縮小・変容し，

NPOや企業による地域セキュリティの確保，

保守化・右傾化をみせる近隣住民による地域セ

キュリティ組織の躍進や，それらの布置を制御

しようとする国家の新たな統治の戦略など，よ

り普遍的な動向との関連のうちに地域セキュリ

ティを捉え直すこともできるだろう。

（注１） ここで「地域セキュリティ」とは，「地域

治安」と以下の点において異なる語として用いてい

る。すなわち，暴力の占取を基礎とした「治安」の

担い手やその活動・領域を意味するに留まらず，観

光をはじめとした地域社会の様々な側面・分野にお

ける，住民によるコントロールや組織化を含む広義

の概念である。このことにより，「治安」という言葉

がもつ，中央集権体制や軍による圧政といった先見

を相対化することも可能であろう。

（注２） ツーリズムに対する政治不安やテロリズ

ムの影響という観点は，１９９０年代前半にはすでに存

在した。１９９０年代の議論は，いわば国家やそれに包

括されたマスとしてのツーリストに，非常事態とし

てのテロや政治不安が外
�

か
�

ら
�

影響を与えるといった

枠組みをもつといえる［例えばPizam and Mansfeld

１９９６］。しかしながら，２００１年以降，ツーリズム自体

が細分化し，テロリズムが人口に膾炙するなかで，

リスクとセキュリティへの意識がより直接に旅行の

動機に影響を与えたり，一地域のツーリズム・プラ

ンニングに組み込まれるような新たな状況を生んで

いる。

（注３） 地域構成についてはGeertz and Geertz

（１９７５＝１９８９），Geertz（１９８０＝１９９０），鏡 味（２０００），

Warren（１９９３），山下（１９９９）を参照。

（注４） サヌールの地域描写はWarren（１９９８），

Picard（１９９６），間苧谷（２０００）ならびに筆者による

聞き取りから。本調査は，２００５年３月，８月～１０

月，２００６年３月，８月に，ウダヤナ大学文学部日本

研究センターとの共同のもとに行われた。なお，サ

ヌールは１９７０年代初頭，吉田禎吾，間苧谷榮らが調

査に入り，バリ島研究の深化を担ってきた地域のひ

とつである。

（注５） デンパサール市（Kotamadya Denpasar）

は，１９９２年にバドゥン県から独立し，バリ島の他の

８県（Kabupaten）と同様の規模，権限をもつ特別市

となった。特別市は県とともに，第１級地方自治体

（Daerah Tingkat Ⅰ）である州（Propinsi）に次ぐ，

第２級地方自治体（Daerah Tingkat Ⅱ）に分類され

る。

（注６）地域内の量的データについてはBPSB（２００１），

BPSD（２０００），Desa Sanur Kaja（２０００），Desa Sanur

Kauh（２０００），Kelurahan Sanur（２０００）を参照。

（注７） 参考までに，バリ島全体の項目にあわせ

て，サヌールにおいて４０パーセントにあたる社会的

事業を除いた場合，地域内総生産全体に占める割合

として，農業は３．１パーセントと比較的低い割合であ
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る一方で，工業３１．６パーセント，商業・宿泊業２３．８

パーセント，金融・不動産１７．２パーセント，「６．輸

送・電信」も１０．８パーセントみられることなど，特

徴がより明確になる。なお，「６．輸送・電信」は，

ベモと呼ばれる乗り合いタクシーと，電話，インタ

ーネット利用施設を含む。

（注８） サヌールのリゾート開発に対して，地域

住民に資する発展をめざし設立された近隣住民組織。

詳細は本稿第Ⅴ節第１項を参照。

（注９） インドネシアの国家警察は，長らく軍の

一部であった。１９６５年のインドネシア共産党による

とされるクーデタを鎮圧したスハルトは，翌年大統

領として政権を誕生させた。その際，スハルトは警

察を共産主義に蝕まれているとして，陸・海・空と

ともに国軍司令官の下におき，四軍構成をとった。

そのため，２０００年に至るまで，第四軍としての警察

軍の権限は限られたものであった。国軍から分離し，

文民警察となったのは，２０００年８月の国民協議会決

定第６号および同第７号による。

（注１０） インドネシア陸軍の領域管理構造につい

ては，小林（２００５）を参照。

（注１１） 以下，スハルト体制期の地域治安維持機

構として，民間防衛組織（Pertahanan Sipil，略称HAN-

SIP）からなる地域安全システム（Sistem Keamanan

Lingkungan，略称SISKAMLING）についてはBarker

（１９９９）を参照。

（注１２） スハルト中央集権体制下の末端に位置す

る地域制御組織。バリ島においてはデサ・ディナス

のレベルに設置され，人員もデサ・ディナスを単位

として招集された。

（注１３） Daring（２００３）はプチャランを市民軍（mi-

litia）と呼び，その軍人主義（militarism）的傾向が，

バリ人の集産主義や，権力に屈しつつもその引き替

えに多くの楽しみや社会的調和を生み出す性向に対

する危機となるとしているが，こうした論は性急で

あると思われる。プチャランについては，インドネ

シア国内のポスト開発体制の社会状況，世界的な保

守化・右傾化といった傾向との関連，テロリズムを

含むリスク論からの分析が必要となろう。この点を

含め，プチャランについてのより詳細な分析と，そ

うした動向を国家が再掌握しようとする，バリ島に

おける「コミュニティ・ポリシング」の展開につい

ては別稿を準備している。

（注１４） 以下，YPSの略歴についてはWarren（１９９４，

第７章），YPS（２０００b）を参照。

（注１５）２０００年の時点での収入に関しては，事業

体関連として，教育研究センターの運営，サヌール

地域にある朝市の運営，サヌール地域にある駐車場

の運営，銀行関連として，バンジャール・アダット

がもっている株（事業体と銀行）の配当，協同組合

関連として，各部落の協同組合の利益の１パーセン

ト，加えて，寄付（条件なし）からなる［YPS２０００b，

２７］。

（注１６） 一般に，１９８０年に中央集権体制の末端機

構として形成された地域治安システムとは別に，地

域社会における夜警の活動や組織をさして，シスカ

ムリン（SISKAMLING）と呼ばれた。それ以前の夜

警については，ジャガ・バハヤ（Jaga bahaya），ロン

ダ（Ronda）など各種の呼ばれ方がある。また，ドウ

ィアント（１９９９）によれば，都市暴動など非常事態

において，近隣住民によって形成された自警団もま

たSISKAMLINGと命名されている。

（注１７）１９９０年代後半のサヌールのインフォーマ

ルセクターや犯罪については，本稿第Ⅲ節ならびに

第Ⅳ節の冒頭を参照。

（注１８） 地方官吏警察（トランティブ）について

のインドネシア政令１９９８年第６号［Presiden Republik

Indonesia１９９８］によれば，トランティブは地方警察

の一種であり，州長，県長，市長，郡長といった地

方首長の下，社会調和秩序局（Bidang Ketentraman dan

Ketertiban Masyarakat）におかれる。その任務は地

方政府政令と地方首長決定の確立・維持，社会の調

和と秩序の保守とされ，違反者に対する指導や，刑

事事件に関係する行為を発見した場合の捜査官への

報告が任務となる。組織構成は，国防大臣，軍司令

官，行政管理担当国務大臣の判断を通し，内務大臣

によって定められ，成員が任命される。デンパサー

ル市の社会調和秩序局長へのインタビュー（２００６年

３月）によれば，かつては実力行使にともなう暴力

のため，住民との距離を生んでいたが，近年，NGO

との協力によって法執行の正当性を担保するなど，

より民主的な組織へと改変が進んでいる。
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（注１９） ツーリズムにたいしてTimSus PKSのセキ

ュリティ活動がもった意義については本稿の「おわ

りに」を参照。

（注２０） この場合，TimSus PKSの成員がデサ・ア

ダットによって認定されたプチャランになるという

ことではなく，たとえ認定されていない成員であっ

ても，宗教的祭礼時にデサ・アダットやバンジャー

ル・アダットからの要請如何によって，プチャラン

の装束をまとって警備につき，プチャランの助成を

務めることがあるということである。そのため，場

合によっては，宗教的祭礼であってもTimSus PKSの

制服での参加ということもある。近年，サヌール内

の地域によっては宗教的祭礼における警護全体を

TimSus PKSにまかせてしまい，プチャランが警護に

参加しないという状況もみられる。ここには，都市

部あるいは観光地域において，ゴトン・ロヨン（相

互扶助）が金銭によって代えられることが端的に示

すような，慣習面の変化があらわれているともいえ

よう。同じ都市部であっても周辺部や，観光地であ

っても山間部においてはプチャランが活性化してい

ることとあわせて，サヌール内の慣習面の変化につ

いては，より詳細な研究を必要とする。

（注２１） サヌールの土産物店をめぐる社会経済的

状況の変容については，菱山（近刊）を参照。

（注２２） 注１３に関連していえば，コミュニティ・

ポリシングは，TimSus PKSにそのパイロットケース

としての位置づけをもたせ，警察の活動の外延に取

り込もうとする傾向をみせはじめている。
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